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平成２９年 第１２回宮崎市教育委員会定例会会議録

１ 日 時 平成２９年１１月２２日（水）１３：４０～１５：００

２ 場 所 教育委員会室

３ 出席者 【教育長・教育委員】

二見教育長、松野代表教育委員、畠山委員、江草委員

【事務局】

小泉教育局長

（企画総務課) 本村課長、山本補佐、鍋島主幹、久保係長、

佐藤主査、田中主査、黒田主任主事

（学校施設課）佐土課長、大住補佐

（学校教育課）松竹課長

（教育情報研修センター）平山次長

（生涯学習課）染矢課長、矢野補佐

（保健給食課）横山課長、和田補佐

（文化財課） 羽木本課長、小窪補佐

４ 議 案

５ 報 告

番 号 件 名 説 明 者

議案第２８号 平成２９年度一般会計補正予算案の原案について
教育局長

保健給食課長

番 号 件 名 説 明 者

報告第５２号
平成２９年度第３回宮崎市総合計画審議会の報告につい

て
教育局長

報告第５３号 その他の事件の報告について 学校教育課長
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二見教育長 それでは、定刻になりましたので、ただ今から、第１２回教育委

員会定例会を開会いたします。傍聴者はございません。柳田委員が

本日ご欠席です。会次第「２ 会議録署名人の指名」です。本日の

会議録の署名人は、私二見と、松野代表教育委員を指名させていた

だきたいと思いますが、よろしいでしょうか。

委員 （ 異議なし ）

二見教育長 それでは、会次第「３ 行事報告等」に入ります。１ページをお

開きください。（１）教育長報告です。３件ございます。まず、１

０月３１日(火)に延岡市で行われました「第２回宮崎県都市教育長

協議会」について、ご報告いたします。県内９つの市で構成する会

でありますが、協議事項にありますように、役員改選から会員市負

担金まで、協議をいたしました。特に、意見交換の中で小学校外国

語活動の実施のあり方について、授業時間数が非常に窮屈な状態に

ついて、各市から話が出ておりました。こういったことも受けて夏

休みを短くするという工夫もそれぞれがされているところであり

ます。日南、日向市からは、キッズウィークの取組について、具体

化はしていませんが、市長が非常に興味をもっていらっしゃるとい

う話でありました。それから、教職員の働き方改革の取組について、

中学校部活動休養日については、かなり熱を帯びた議論になりまし

た。1 つの方針を出し、全県下で取り組んでいこうという話であり

ます。男女混合名簿については議会でも質問がございましたが、遅

かれ早かれ１００％実施する時代が来るだろうという、全員の意見

でありました。まだまだ宮崎市は少ないのですが、来年の４月から

は、おそらく小学校は、随分混合名簿が導入されていくのだろうと

いう感触をもっております。役員改選につきましては、例年どおり、

宮崎市から九州都市教育長協議会と全国都市教育長協議会の理事

を選出することとなりました。それから、平成３１年度、九州都市

教育長協議会総会が宮崎県の担当となります。開催地について協議

をしたところ、会場のこともあるので、宮崎市でお願いしたいとい

うことでありました。また、その準備が始まるということでありま

す。

次に、３ページをご覧下さい。１１月１日（水）から２日（木）

にかけまして、全国都市教育長協議会の役員で国会並びに文部科学

省の陳情に参りました。概要に書いてありますが、国会議員、文部

科学省への陳情に要望書ができ上がりましたので持って参りまし

た。目的の方には会えない状況もありましたが、ただ、陳情書を持

ってきてもらうと、国会議員の方も文部科学省も後押ししてもらえ

るので、大変ありがたいということでありました。次の日が常任理

事会・理事会ということで、会議が行われました。中身につきまし

ては、役員の選任、平成３０年度の予算要求等についての協議があ

りました。また、第７０回定期総会・研究大会（一関大会）につい

ての詳細についての説明もありました。

次に４ページでありますが、中核市教育長会第２回役員会が臨時

で行われ、１１月９日（木）に岐阜市で行われました。私は監事役

員の一人でありますが、総勢５名で会議を行い、内容は、今後のプ

ロジェクト会議のあり方について、次世代の学校のあり方に関する

提言について、運動部活動に対する意見提出についてでございまし

た。運動部活動に対する意見提出については、運動活動に対する意

見を中核市の代表、あるいは全国都市の代表に文科省が聞き取る、
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スポーツ庁が聞き取るという原案づくりでありました。以上で私の

報告を終わります。

次に、１ページに戻りまして、「（２）委員報告」でございます。

１１月７日（火）に県庁９号館で行われました、「中部教育事務所

管内の教育委員と県教育委員との意見交換会」及び１１月２０日

（月）宮崎市教育情報研修センターで行われました「宮崎県市町村

教育委員会連合会第３回理事会・宮崎県教育委員会との意見交換

会・平成２９年度宮崎県市町村教育委員会連合会研究大会」につい

て、併せて松野代表教育委員にご報告いただきます。

松野代表教育委員 それでは資料の５ページをお開きください。｢中部教育事務所管

内の教育委員と県教育委員との意見交換会｣が１１月７日（火）に

開かれました。ご承知のとおり宮崎県は北部・中部・南部の３つの

教育事務所に分かれております。テーマは、教職員の働き方改革で

ございました。これは、今全国的に話題になっているテーマでござ

いますが、この宮崎中部教育事務所管内の意見交換会では、出席者

を２つのグループに分け、ひとつのグループが１２名、もうひとつ

のグループが１１名で、フリートーキング形式で意見交換を行いま

した。まず、それぞれのグループで、各市町村の取組状況について

の紹介があった後、特に「教職員の職務の多忙化」及び「部活動」

への対応について集中的に意見を交換しました。意識改革が大きく

叫ばれている現在、このタイミングを大事にしながら、市町村にお

いて、実効性のある取組を進めることが大事だということが強調さ

れておりました。今後、また具体的なものが出てくるものと期待し

ております。

次は、資料の７ページでございます。１１月２０日（月）宮崎市

教育情報研修センターにおきまして、宮崎県市町村教育委員会連合

会関係の会が３コマ行われました。１コマ目は宮崎県市町村教育委

員会連合会第３回理事会で、本年度最後の理事会でした。この中で

は、午前中に県の教育委員会との意見交換会が予定されておりまし

たので、意見交換会の打ち合わせ並びに午後の研究大会についての

協議を行いました。２コマ目の意見交換会では、臨時的任用講師に

関すること、教職員の勤務状況の改善について、文化財保護に関す

ることについて、３つのテーマに沿って意見交換がなされました。

大変短い時間でしたが文化財に関することについては、初めてテー

マとして、取り上げられたものでして、私たちも知らない部分がた

くさんあると感じた次第でございます。３コマ目の研究大会では、

日南市と美郷町の教育長による研究事例発表がございました。その

後、フリーパーソナリティ ジェイミー・ハバード氏から「ジェイ

ミーから見た日本」と題して講演をいただきました。大変ユーモア

に富む、心温まるお話でした。ひとつだけご紹介いたします。ジェ

イミーさんがオーストラリアから来日され、三股町にいらっしゃっ

た時に日本語がなかなか分からない中での面白い話です。ジェイミ

ーさんがバスに乗られた際、バスが止まるたびに「しんごうまちで

す」と運転手が言います。私たちには、信号待ちだから止まるとい

うことは当たり前です。ところが、ジェイミーさんは「しんごうま

ち」の次にまた行っても｢しんごうまちです｣と止まるので、日本に

は｢しんごうまち｣という町がたくさんあると思われたらしいです。

言葉の面白さといいましょうか、そういったものをユーモたっぷり

にお話しいただきました。以上です。
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二見教育長 ありがとうございました。次に、１１月１６日（木）～１７日（金）

に沖縄県浦添市、那覇市で開催されました「平成２９年度市町村教

育委員会研究協議会（第２ブロック）」について江草委員にご報告

いただきます。

江草教育委員 ６ページの資料５をご覧下さい。１１月１６日（木）～１７日（金）

私と柳田委員で、沖縄県浦添市と那覇市で行われた「平成２９年度

市町村教育委員会研究協議会（第２ブロック）」に参加させていた

だきました。１日目は、文科省の初等中等教育局より行政説明があ

り、基調講演では、東京大学大学院教育学研究科教授による講演が

ありました。また、埼玉県戸田市教育長、沖縄県那覇市教育長から

「新しい学習指導要領への対応について」というテーマで、戸田市

からは｢学力向上の取組について｣、那覇市からは｢小中一貫校を中

核に据えた授業改善｣ということについて、パネルディスカッショ

ンが行われました。次に、２日目の分科会についてでございます。

私は、第１分科会「子供の貧困対策にかかる教育委員会の取組につ

いて」に参加させていただき、柳田委員は第３分科会「総合教育会

議・教育大綱の活用について」に参加させていただきました。第１

分科会では、大阪府箕面市の教育長が、子育てしやすさ日本一とい

う政策を主にお話になりました。お話では、妊娠中、出産期から中

学卒業期までの全体で見なければ貧困へ対応できないのではない

かということで、教育委員会内に、子育て支援課や母子保健課など

も入れているということでした。このことについて、参加されてい

る方も驚かれており、文部科学省と厚生労働省も関わるので、問題

は無いのかという質疑もありました。沖縄市の教育長からは、沖縄

市は子どもが多いが、子どもの貧困率も全国の平均を上回ってお

り、対策を練っていることについて、お話がございました。内容と

しましては、子どもの生活サポートチームを教育委員会内に立ち上

げ、１中学校区に対して担当をひとり配置することで、子どもや保

護者の困り感の解消や、個別支援を行ったということでした。また、

就学支援助成制度など各種制度の利用の促進ということで、子ども

と保護者に寄り添う貧困対策を手がけ、その中で保護者の意識を変

えていくことを重点的にされてきたそうです。以上です。

二見教育長 次に、１ページに戻りまして、「（３）教育局長報告」の平成２９

年度第３回宮崎市総合計画審議会」でございますが、こちらは「議

事」の中で報告させていただきます。（４）各課行事報告等は記載

のとおりでございます。以上で行事報告等は終了ですが、お気付き

になった点やこれからの課題、また感想がありましたら、お願いい

たします。

委員 なし。

二見教育長 次に、会次第「４ 議事」に入らせていただきます。８ページを

お開きください。本日議案が１件となっております。それでは、議

案第２８号「平成２９年度一般会計補正予算案の原案について」、

事務局から説明をお願いします。

小泉教育局長 それでは、９ページをお開きください。議案第２８号「平成２９

年度一般会計補正予算案の原案について」ご説明させていただきま

す。今回は、債務負担行為の変更及び追加になります。債務負担行

為について、ご説明いたしますと、予算は原則、執行から決算まで

が、４月１日から３月３１日までとなる単年度支出ということにな

ります。しかし、４月１日の事業実施前に契約をする場合や契約前
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に入札や民間事業者の選定もあります。そのような一連の行為を行

うにあたり、その事業にかかる限度額を含め、前もってお示しする

のが債務負担行為と思っていただくと良いと思います。支出自体は

来年度ですが、前もって議会の議決を経て、先ほど述べたような一

連の行為をさせてもらうということです。これについては、例えば、

４月１日から行う清掃業務などもございます。その下の参考情報

に、平成３０年度に支出をするときの科目を記載しております。今

回の補正額が、２億４，４４５万１千円でございます。詳しい内容

については、保健給食課長より説明をお願いしたいと思います。

横山保健給食課長 保健給食課の平成２９年度一般会計補正予算案について、説明い

たします。まず、先ほど説明がありましたが、１０ページ下の方、

債務負担行為の内訳という表の右に補正額の内訳①②③としてお

りますが、この３件が学校給食の民間委託に伴う債務負担行為補正

分となります。

まず、宮崎市の学校給食調理等の民間委託の状況について、ご説

明をさせていただきます。宮崎市では、平成１２年度から民間委託

を進めております。平成２９年度の状況としましては、小中学校の

敷地内にある単独調理場４５箇所のうち、３４箇所が民間委託とな

っております。なお、市内５箇所の学校給食センターのうち、中央

学校給食センターは平成７年の開設当初から民間委託により運営

を行っております。残りの４つの学校給食センターは、直営でござ

います。１１ページをご覧下さい。別紙２に３件の金額が分かるよ

うに図式化しております。①②③とありますが、これは先ほどの１

０ページの下の方の補正額の内訳①②③とリンクしておりますの

で、①②③を具体的に図式化したものが、１１ページの別紙２でご

ざいます。

それでは、①中央学校給食センター契約期間変更に伴う減額及び

単独校新規委託（１校）に伴う増額の表をご覧下さい。すでに、債

務負担行為額を確保しております平成３０年４月からの契約更新

を行う単独調理場の学校８校に加え、新規で宮崎西小学校を追加い

たします。この宮崎西小学校の債務負担行為額を、今回の１２月補

正で要求いたします。また、当初、予算を確保しておりました契約

更新予定の中央学校給食センターにつきましては、業者選定方法を

指名競争入札から公募型プロポーザル方式にするため、契約期間を

変更いたします。そのため、当初確保しております債務負担行為額

から全額を減額し、新たな債務負担行為を設定します。これにより、

①の当初予定の債務負担行為額は４億３，８７９万２千円となり、

合計１億５，３１４万１千円の減額補正となります。次に、②中央

学校給食センターの契約期間延長に伴う補正分の欄をご覧下さい。

中央学校給食センターの本来の契約は、平成２７年４月１日から平

成３０年３月３１日までの３年となっておりました。これを平成３

０年４月１日から８月３１日まで５ヵ月間、期間を延長するため

に、必要な債務負担行為額１，９３５万５千円を補正するものです。

現在、民間委託は給食センターも入札により委託業者を決定してお

りますが、今回から、業者選定委員会を設置し、書類審査に加え、

プレゼンテーションを行う「プロポーザル方式」を採用する予定と

しております。そのため、準備期間や引継期間を考慮し、契約開始

を９月にするため、現在の契約を期間延長することといたしまし

た。この方式を採り入れる理由としましては、学校給食センターは、



- 6 -

複数の学校に影響があり、大型の厨房機器の取り扱いやボイラー技

師の配置など、専門的な職員の確保やより厳しい衛生管理が求めら

れるため、金額重視の入札方式ではなく、業者の企業理念や受託体

制等を確認した上で、業者選定を行うことが望ましいと考えたから

でございます。最後に、③の説明となります。中央学校給食センタ

ーを平成３０年９月から平成３３年８月まで契約更新するための

債務負担行為額の補正分です。併せて、新たに清武学校給食センタ

ーを同じく、平成３０年９月から平成３３年８月まで、中央学校給

食センターと同様、プロポーザル方式により業者を選定する予定で

ございます。この２つのセンターにかかる債務負担行為額の補正額

は、３億７，８２３万７千円となっております。続きまして、１２

ページの別紙３をご覧ください。前ページ、１１ページの別紙２の

①②③の内容を委託時期等がわかるようにスケジュールをお示し

しております。表の一番上の①更新としております８校と新規委託

の宮崎西小学校は、今後、補正予算確保後、入札により委託業者を

選定し、２月までには契約締結を行います。業者との打ち合わせや、

業者が変わった際の引継を春休みまでに行い、平成３０年４月から

３年間の予定で委託を行います。次に補正番号②③の中央学校給食

センター、新規の清武学校給食センターにつきましては、プロポー

ザル方式により、３月末までに契約締結予定としております。受託

業者は３月までに決定予定ですが、委託開始時期を給食がない夏休

み後の９月にすることで、受託業者の職員確保や研修など、十分な

準備期間が確保でき、安全・安心な給食提供につながると考えてお

ります。以上が３件の債務負担行為額の補正議案についての説明で

ございます。

二見教育長 ただいまの説明に対し、ご質問はございませんか。また、お気付

きになられた点はございますでしょうか。

松野代表教育委員 入札方式からプロポーザル方式に切り替えられるというご説明

でしたが、プロポーザル方式というのは、分かり易くいえばどのよ

うなことになりますでしょうか。

横山保健給食課長 現在、保健給食課で予定しておりますプロポーザル方式は、公募

型ということになります。学校給食センターの食数は、３，０００

食から４，０００食でありますので、まずその対応が出来る業者、

そして、中央学校給食センターでは、２種類の献立を作っておりま

すので、そういう実績があるかなどある程度の条件を絞った上で、

公募を考えております。その上で書類審査を行い、その後、公募し

た事業者から会社の理念や職員体制、配送業との連携などについて

の説明をいただき、こちらからも質問ができるような場を設ける予

定にしております。そのような手順を踏まえたうえで委託業者の決

定ということで考えております。委託業者決定後、契約金額につい

て再度交渉を行い、契約という手順で決定したいと考えておりま

す。

松野代表教育委員 ありがとうございました。入札よりもこちらの方がよりふさわし

いところを選定できると考えてよろしいわけですね。

横山保健給食課長 現在は入札方式をとっておりまして、最低制限価格は設定してお

りますので、一定の条件はクリアしたところで業者と契約しており

ます。しかし、事前に会社の理念や体制をお聞きするというような

ことが出来ません。そのため、現在は委託業者決定後に様々な調整

をしている状況です。学校給食センターは非常に食数が多く子ども
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たちへ影響が大きいですので、きちんと確認させていただいて契約

を行いたいと考えております。

松野代表教育委員 よく分かりました。ありがとうございました。

二見教育長 ほかに質問がないようでしたら、議案第２８号「平成２９年度一

般会計補正予算案の原案について」、ご承認いただけますでしょう

か。

委員 異議なし。

二見教育長 ご承認ありがとうございます。以上で、議案は承認されました。

次に、報告でございます。１３ページをご覧ください。本日、報告

が２件となっております。まず、報告第５２号「平成２９年度第３

回宮崎市総合計画審議会の報告について」、事務局から説明をお願

いします

小泉教育局長 それでは、１５ページをお開きください。報告第５２号「平成２

９年度第３回宮崎市総合計画審議会の報告について」、ご説明させ

ていただきます。民間を中心とする委員の方に集まっていただきま

した審議会の結果報告になります。日時は、１１月１４日の午後で

ございました。宮崎観光ホテルで開催され、出席者は資料のとおり

です。次ページをご覧ください。第五次総合計画を策定する中で、

これまでいただきました１０月１０日開催時の外部委員からのご

意見、１１月６日に開催された議会の全員協議会での意見及びそれ

に対する回答が記載されております。また、１０月１９日から１１

月８日にかけてパブリックコメントを行いました。その中で９件ほ

ど様々なご意見がありました。それについて、本市の考え方をまと

めたのがこちらの表になっております。基本的には、いただいたご

意見を第五次宮崎市総合計画の中に盛り込むかどうかというとこ

ろを基準に回答がされます。また、審議会から答申をいただきまし

た。内容としましては、１番目が、「第五次宮崎市総合計画の計画

期間においては、本格的な人口減少社会に突入することから、市民

や事業者の人口減少に対する認識を高めるとともに、男女共同参画

社会の実現が図られるよう、具体的な取組を推進すること。」２番

目が、「地勢をはじめ、人口規模や人口減少のスピードのほか、防

災や福祉に対する取組など、地域を取り巻く環境や地域が抱える課

題は、それぞれ異なるため、地域の多様性を重視し、地域の自主的

な取組や地域内外の連携した取組を促進するとともに、地域と行政

が協働して、住民生活に必要な公共サービスの確保を図ること。」

３番目は、「多様な働き方を促し、ワーク・ライフ・バランスの普

及を図るとともに、都市機能が集積する中心市街地の高度化を推進

し、都市としての活力を向上させていくこと。」４番目は、「適切な

成果指標の設定のほか、成果指標に係る実績を検証するなど、より

実態に即した形の評価方法を検討すること。」それということで答

申をいただきました。総合計画前段の構想部分は１２月議会で議案

として提案をされ、構想部分について議会で承認を得るということ

になります。個別の教育委員会に対する部分については、今策定中

の第二次宮崎市教育ビジョンと整合性を取りながら今後１０年間

教育行政を進めていくということになります。以上です。

二見教育長 ただいまの説明に対し、ご質問はございませんか。また、お気付

きになられた点はございますでしょうか。

委員 なし。

二見教育長 他にないようでしたら、次に、報告第５３号「その他の事件の報
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告について」、でございます。これにつきましては、地方教育行政

の組織及び運営に関する法律第１４条第７項により、非公開とした

いと思いますが、いかがでしょうか。

委員 異議なし。

二見教育長 それでは、ここで非公開を解除いたします。次に、会次第「５ そ

の他」に移らせていただきます。次に、会次第「５ その他」に移

らせていただきます。委員の皆さまから、情報提供等がありました

ら、お願いいたします。

松野代表教育委員 よろしいでしょうか。私には小学校１年生の孫がおります。学校

まで一緒に歩いていますが、重そうな荷物を抱え、学校へ通ってい

ますので、何でこんなに重い荷物を持ち運びしないといけないんだ

ろうかと正直思います。孫だけ甘やかすわけにはいかないので、荷

物を持ってほしいというのを断りますが、確かに重そうです。特に、

図書室から本を借りて帰る際はとても重いようです。借りる本も２

冊くらいにとどめておけばなんてことはないのですが、ある学校で

は、自分達のクラスが読書率を上げたいために、先生同士が本を多

く借りる子にはカードをあげることで、競わせるという話も聞いた

りします。そうすると子どもは５冊くらい借りて帰る。登下校の際、

重くてたまらないが、家に持って帰ってそれを読むかというと読み

ません。ただ、借りて帰ったという実績が残ります。そうしますと、

これは親から見ると子どもたちを競わせていると誤解されてもお

かしくないような状況であると思います。だからこそ、教育委員会、

学校教育課主催の会議で学校長をお集めになったりする際にでも、

そういうことはあってはならないということを何か言っていただ

くとありがたいと思います。以上です。

二見教育長 ありがとうございました。今後、話題にしたいと思います。

他にないようでしたら、「学校・家庭・地域と教育委員会との意

見交換会」について、事務局から説明をお願いします。

本村企画総務課長 資料は２０ページになります。

今年度の「学校・家庭・地域と教育委員会との意見交換会」を開

催したいと思います。教育委員会の第３次活性化プランに基づきま

して、８月に「教職員との意見交換会」の開催をしました。この「学

校・家庭・地域との意見交換会」の他にも、「中学生との意見交換

会」も年明けに予定をしているところでございます。「１」にあり

ますとおり、１２月２５日(月)１４:００～１６:００、この教育委

員会室で開催したいと考えております。テーマにつきましては、委

員の皆様からアンケートを取らせていただき、その中で「学校と地

域の連携」をテーマとしたらどうかというご意見を多くいただきま

した。また、８月に開催しました「教職員との意見交換会」におい

ても、子どもたちの些細な変化、ＳＯＳに気付くためには、地域や

保護者の方とのネットワークづくりが必要だという意見も挙がっ

たところでございます。そのため、「３」にございますとおり、「次

世代の地域や社会を担う子どもたちの育成について」を今回テーマ

として設定させていただきたいと考えております。「４」に記載し

ております、「子どもたちの成長を支えていくネットワークについ

て」という視点に沿って、意見交換ができればと考えております。

参加者につきましては、「５」にありますとおり、保護者、地域ま

ちづくり推進委員会委員の方、学校支援コーディネーター、そして、

その学校支援コーディネーターを配置する学校の教職員を予定し
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ております。お手元に、大宮地域まちづくり推進委員会と小松台地

域まちづくり推進委員会の活動の内容を示したものをお配りさせ

ていただいております。実際に、地域で見守り活動や子育てのネッ

トワーク作りなどに取り組まれている地域まちづくり推進委員会

の方々をお呼びすることで、地域から見た学校や地域の連携につい

て、また地域と学校のつなぎ役である学校支援コーディネーターか

らは、学校側から見た地域や保護者の連携について、それぞれの現

状や課題を伺いながら、学校、家庭、地域が一体となって子どもた

ちを育てるために必要な方策等について幅広い意見が交換できた

らと考えているところでございます。お忙しい時期ではあると思い

ますが、どうぞよろしくお願いいたします。以上でございます。

二見教育長 それでは、会次第「６ 次回委員会の決定」について、事務局か

ら説明をお願いします。

本村企画総務課長 次回定例会は、平成２９年１２月２７日（水）午後１時４０分か

ら、教育委員会室で開催することをご提案いたします。

二見教育長 提案のありました日時で、次回定例会を開催してよろしいでしょ

うか。

委員 はい。

二見教育長 続きまして、会次第「７ 行事予定」について、事務局から説明

をお願いします。

本村企画総務課長 （ 説 明 ）

二見教育長 以上をもちまして、第１２回定例会を終了させていただきます。


